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金沢大学十全医学会雑誌 第87 巻 第3 号 399 - 4 0 8 (1 9 7 8)

小児 に お け る 下垂体前葉機能 の 検討

〔Ⅲ〕 ス テ ロ イ ド剤に よ る 下垂体前妻機能 の 抑 制と回復

金沢大学 医学部小児科学教室 ( 前主任 : 中島博徳教授)

( 現主任 : 谷 口 晶助 教授)

増 山 毅

( 昭和5 3 年5 月 2 日受付)

ス テ ロ イ ド剤 ( 以 下S 剤 と略す) の 下垂体前葉 ホ ル

モ ン に 対する抑制的影響 は個別 に は よ く 知ら れて い る

が . 下垂 体前菜機能全体 と して み た成績 は少 な い . 又

その 抑制さ れた 下垂体前菜機能が い っ 正常に 回復す る

かも明 らか で は ない
. 今回こ の 2 点に つ き検討 を加え

古くて 新し い 問題で ある S 剤 の 副作 用 対策 に
- 知 見

を加え た い と考え た .

対 象 と 方 法

対象と した S 剤投与者 は2 7 名で , こ の う ち プ レ ド

39 9

ニ ゾ ロ ン ( 以 下P r と略す) の 連日投与を受 けた 24 名

(Ⅰ群と す る) の 診断名や 治療 の 詳 細 は 蓑1 に 示 し

た . Ⅰ群 の 大半 は P r 投与 期 間 が 1 ～ 2 ヶ 月 間 で あ

る . 2 例だ け( 図1 , 症例番号 23 , 2 4 ) 約4 ～
●

6 ヶ月 間

の 連 日投与後お よそ 1 ヶ 月間の 隔日投与を受けて い る

が こ れ もⅠ群と して 扱 っ た . 少数だが S 剤の 投与法が

明 らか に 異 な る3 名をⅡ群 , 長期間軟投与群 ( 図1 )

と し た . こ の Ⅱ 群 は 小 児 急 性 白 血 病 例 で t o ta l

th e r a p y
り

を受 けて お り寛解導入後, 約3 ヶ 月毎 に 2 週

間の P r 連 日投与 ( 30 m g / 日) を2 ～

10 回受 け て い

表 1 対象 ( Ⅰ群) の 診断名
,

例数及 び プ レ ド ニ ゾ ロ ン▼の投 与量と投与期間

患 者 人 数
年 令 投 与 量 投与 期間 総投与量

(年) ( m g / k g / 日) ( 日) ( m g )

急性白血病 四 2
-

1 2 1 . 4 士0 . 3 4 6 士11 1 2 7 0 ±53 0

ネ フ ロ
ー ゼ 症 候群 3 5 - 1 4 1 . 5:土0 . 3 7 0 士58

* 2 6 9 3 ±22 08
*

若年性リ ウ マ チ様 関節炎 4 1 - 9 1 , 0 ±0 . 2 3 9 ±15 8 1 2 ±46 9

リ ウ マ チ熟 2 1 1 - 1 2 1 . 2 ±0 . 1 2 3 :土2 4 1 0 6 6 士99 8

川 崎 病 口 2 0 . 8 3 2 31 2.

横 断性脊髄炎 ロ 4 1 . 0 2 4 3 4 5

多発神経炎 ■ 口 四 0 . 6 4 6 1 0 4 0

再生不良性貧血 ロ 田 0 . 3 2 01 * *
3 4 3 3

* *

合 計 24 1
-

1 5 1 . 2 ±0 . 4
51 士39

( 4 0 ±14)
1 3 5 7 ±10 9 4

(1 08 6 士56 1)

注 : 合計欄 の( ) 内の 値は 図1 , 症例番号23
* q 3 7 日

,
5 2 3 0 m g ) ,

2 4 * * (2 01 日
,

34 33 m g ) を
の ぞ い た値 で ある ｡

S t u d i e s o n a n t e ri o r p i t u it a r y F u n c ti o n i n C h il d r e n . (ⅠⅠⅠ) S u p p r e s s i o n a n d R e st o r ati o n

Of a n t e ri o r p i t ui t a r y f u n cti o n aft e r c o rtic o s t e r oi d s t r e a t m e n t . T u y o s hi M a s u y a m a
,

D e p a r t m e n t of p e di at ri c s , (P r e di r e ct o r : P r o f . H . N a k aj i m a
, D i r e c t o r : a . P r of . N .

T a n i g u c h i) S c h o ol of M e d i ci n e . K a n a z a w a U n i v e r si t y .



4 0 0

る .

こ れ ら の 各 症 例 に イ ン ス リ ン
, th y r o t r o pi n

r el e a si n g h o r m o n e ( T R H ) . l u te i n i zi n g h o r m o n e

r el e a s i n g h o r m o n e (L H ･
q R H ) の 三 種 同時 負荷 試 験

( 以下t ri pl e 試験と 略す) を 症例 当り 1 ～ 3 回合計 42

回 行 な い t R a d i oi m u n o a s s a y 法 に よ り g r o w th

h o r m o n e ( G H ) , th y r o t r o pi n ( T S H) . l u t ei n i zi n g

h o r m o n e (L H ) , C O r ti s o l , p r O l a e ti n (P R L) を 測 定 し

た . 検査法 , ホ ル モ ン 測 定 の 詳 細 は 第 Ⅰ 編 に 準 ず

る . t ri p l e 試験の 正常値及 び判定基準 は 第Ⅰ
, 第II 編

に 載せ た . P R L の 測定法及 び正常値 は教 室 の 小 林 の

報告
2J
に 準L: た . な お c o rti s o l の 測定キ ッ ト は P r と約

75 % の 交叉 反応が み られ た の で , 負荷試験 は P r 投与

後2 4 時間以上の 間隔 をお い て施 行し た .

成 績

1 ) P r 投与量と c o r ti s o l 反応の 関係

Ⅰ群の 24 名 に 行な っ た 39 回の t ri p l e 試験で 得 ら れ

た c o r ti s o l 頂値と P r 休重 k g 当り 1 日 投与量 , 絵 投

与量と の 問の 相関を渦 べ た が 図 2 の 如く 関係は み ら れ

なか っ た .

2 ) P r 投与期間と c o rti s o l 反応の 関係

同様 に C O r ti s o l 頂値 と P r 投与期間と の 問に も図2
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の 如 く有意 な相関関係 は なか っ た .

3 ) P r 投与中止後の 期間と 下垂体前葉 ホ ル モ ン の

関係

Ⅰ群 の 連 日投与例 に お い て P r 投与中 止 後 の 期間と

下垂体前葉 ホ ル モ ン 分泌能と の 関 係 を 経 時 的 に 調べ

た ▲ そ の 反応性 は結 果的 に P r 投 与 中 止 後 1 週 間以

内, 2 ～ 3 週 以 札 4 ～ 8 過 以 内,
9 週 以後 の 4 つ の時

期 に 分か れた ( 表2 , 3 参解) .

i) P r 中止後1 週 間以 内

こ の 時期に t ri pl e 試験 を行 な っ た12 例 の c o r ti s ｡ I

G H ･ T S H ･ L H 各頂値 の 平均値 は正常対照に 比 し い ず

れ も有意 に 低 値 で あ っ た ･ ま た c o r ti s o l は 8 /8 例

( 1 0 0 % ) ･ G H は 3 / 1 2 例 ( 2 5 % ) ･ T S = は 2 /12 例

( 1 7 % ) , L H は 1 / 1 2 例 ( 8 % ) に そ れ ぞ れ低反応が

み られ た ･ P R L は以 下 4 つ の 時期す べ て 基 礎 値 も頂

値 も正常対照と有意差 なく . 低反応例 も な か っ た .

i i) P r 中止後2 ～

3 週 以 内

こ の 時 期 に 調 べ た 10 例 で は C O r ti s o l
,

T S H ,

L H ( 1 0 ～

1 4 才) 各 頂値 の 平均値 はな お正常対輿に比

し 有意に 低 値で あ っ た . ま た c o rti s o l は 5 / 10 例( 50

% ) , T S H は 1 / 10 例 ( 1 0 % ) に低反 応を みた
. L H

( 1 0
～

1 4 才) の 低反応例 はな か っ た . G H と L H ( 10

才以 下) の 頂値 の 平均値 は正常対照 と有意差 なく , そ

4 M 5 M 6 M 7 M

ロ コ ス 剤連日投与
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図 2 C o r ti s ol 頂値 と投与量
,

投 与期間と の 関係

れ ぞれ低反応例 もなか っ た .

iii) P r 中止後4 ～ 8 過 以内

この時に検査した11 例で は C O r ti s ol と L H 頂促の平均値

が正 常値 に比 し有意に 高値で あ っ た . ま た c o r ti s o l に

はP a r a d o x i c al 反応 ( 基礎値> 頂値) が 3 /1 1 例( 2 7

% ) に み られ た . G H 頂値の 平均値 は正常対照と 有 意

差はなか っ た が 2/ 1 1 例 ( 1 8 % ) に 低 反 応 が み ら れ

た . T S H 頂値の 平均値 は正常対照 に 比 し な お 有 意 に

低く か っ た . T S H 低反応例 はなか っ た . す な わ ち こ の

時期に は C O r ti s o l と L H は増大反応を 示 す と 考 え ら

れ るが
. 両反応に つ い て10 名の 個人別経過を 追 っ て み

ると , C O r ti s o l 反応 に は あきら か な 回 復 傾 向 が み ら

れ たが ( 図3 ) . L H 反応 に は特に こ の 時期 に 上昇する

と い う
一 定 の 傾向は み ら れ なか っ た .

i v ) P r 中止 9 過 以 後

こ の 時 期 に t r i pl e 試 験 を 行 な っ た 6 例 で は

C O rti s o l , T S H
.
L H 各 頂値の 平均値 は 正 常 対 照 と 有

意差なく そ れ ぞ れ低反応例もなか っ た . G H は低 反応

例はなか っ た が . 頂値 の 平均値が 正常値 に 比し 有意に

低か っ た . 検査対象と な っ た 6 例 申3 例 は急性リ ン パ

性白血病の 症例で 頭部 コ バ ル ト照射を 2400 r a d s 受 け

て い る . 文献的
3】

に 白血病小児に お い て 東部 コ バ ル ト照

射後3 ヶ月 頃か ら
一

過 性 に G H 抑制が み られ て い る の

で , 9 過以 後の G H の 低値 はそ の 影響か も しれ な い .

4 つ に分 けた 各時期 に お ける C O rti s o l の 基 礎値 と

d c o r ti s o l の 平均値 の 経時的変動 を 図 示 し て み る と

( 図4 ) , P r 投与中止後 1 週間以 内で は 基礎値( 表2 参

照) ･ 武 o r ti s o l( 1 . 2 ± 1 .4 〟g / d り と も に 正常 対照 に

401

比し 有意に 低値で あ っ た , 中 止 後 2 ～ 3 週 以 内で は

基礎値は 正 常 域 に 上 昇 し た が , d c o rti s o l ( 4 . 5 ±

2 . 5〟g ′
メ

山 ) は なお 正常 対照 に比し有意に低か っ た . 中

止後 4 - 8 週 以 内 で は 基 礎 値 は正常対照 に 比 し有意

に 高値を示 し た .

一 方 A c o r ti s o l( 15 . 1 ± 1 1 . 4 FL g / d L )

も上昇し て 正常域値を と っ た . 中止後 8 週間す ぎ ると

基礎値. 』c o r ti s o l ( 1 7 .6 ± 1 1 .6 〃g / d り と もに 正常

値 を示し た .

以 上の 如く S 割 に よる 下垂体前葉抑 制 と S 剤 中止

後 の 期間と の 問に は有意な相関関係が み られ た . す な

わ ち P r 投与中止後 1 週間以 内は下垂体前葉機 能 に 強

い 抑制が み ら れ , 中止後2 ヶ 月間すぎ ると 抑制 さ れ た

下垂体前菜機能は正常化す る結果で あ っ た .

4 ) P r 投与形式が 異な る場合

Ⅱ群 の 長期間軟投与例3 例 の t ri p l e 試 験 の 結 果 は

姦4 の 通り で あ る . それ ぞ れ
一 番最後の P r 投 与 中止

か ら t ri pl e 試験ま で の 期間は症例 1 が 1 週 間以内 , 症

例 2 と 3 が 4 - 8 過 以 内の グル ー プに 入る . こ の 3

例 に お い て み られ た異常 は症例1 の L H 低反応 症 例2

の G H 低反 応 . 症例3 の C O r ti s o l 基礎値の 上昇で あ っ

た . 従 っ て Ⅱ群 は投与期間が 長期間に わ た る に もか か

わ らず 下垂体前章抑制は 軽度で あ っ た . ち な みに こ の

3 例の 年間の 身長の伸 びは 6 . 5
～

8 .8 c m で G H 低 反 応

例 も含め て 正常で あ っ た .

考 按

下垂体前菜の 個 々 の ホ ル モ ン に 対す る S 別 の 抑 制

的 作 用 及 び そ の 機 序 に 関 し て は , a d r e n
一
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想

O C O r ti c o t r o p i c h o r m o n e ( A C T H ) 系 t G H 系 .

T S H 系 ･ L H 系そ れ ぞ れ の 系列の 末梢標的 ホ ル モ ン
,

下 垂体前葉ホ ル モ ン
, 視床下部 ホ ル モ ン 等 へ の 抑制が

直接的 に も間接的な生化学検査で もし られ て い る
. す

な わ ち A C T H 系で は剖検例 に お け る 副腎 萎縮や 下垂

体萎縮
4 ト8 I

･ 下垂体 A C T H 含量の 減少
9 ‖0 1

, i n v it r o で

の 副腎皮 質ス テ ロ イ ド産 生 川
～ 1 3J

, A C T H 産 生
一 4)

～ 1 6J
.

C O rti c o t r o pi n r el e a si n g f a c t o r (C R F) 活 性
一7 卜1 叶等

の 低 下の 観察 ▼ そ し て 視床下部そ の 他 へ の S 斉りの 移植

実験 に よ る C R F 抑制
2 0 卜 27J

. ま た A C T H や メ チ ラ ボ ン

負 荷 時 の 尿 中
2 8 卜3 2J 及 び 血 祭 17 - h y d r o x y c o r ti

C O S t e r O id s
3 3 卜3 6 )

( 1 7 - O H C S ) あ る い は 血 中

C O rt i s o 1
3 7 P 8 ) 等 の 低 反 応 , さ ら に イ ン ス リ ン や

1y si n e
- 8 -

V a S O p r e S Si n (L -

8
･ Ⅴ) 負 荷 時 の 血 中

C O r ti s o l の 低反応
3 酬

, 血中 A C T H 濃 度の 低値
4 u等で

あ る ･ G H 系 で は イ ン ス リ ン 負 荷 時 の G H 低 反

応
4 2 卜 細

, ク ッ シ ン グ症候群 に み ら れ る G H 抑紺
7I

,
ソ

マ ト メ ジ ン
4 8 J

～ 5 21
や g r o w t h h o r m o n e r el e a si n g

f a c t o r
5 3 J 等 へ の 直接抑制も考え ら れ て い る . T S H 系

で は T R H 負荷 時の T S H の 低反応
5 4 卜5 9 )

. 下垂体 T SH

産生細胞 の 減少
8 0I

, メ チ ラ ボ ン 負荷 に よ る T S H 基礎値

の 上昇 期
等の 下垂体前葉 レ ベ ル で の 抑制 , 文末梢に お

け る th y r o x i n e → t rii o d o t h y r o n i n e 代 謝
6 1卜6 3 J

や 視

床下 部の T R H
6416 5I

等 へ の 直接 抑制 も確か め ら れ て い

る ･ L H 系 で は L H - R H 負 荷 時 の L H , f olli cl e

S ti m ul a ti n g h o r m o n e (F S H ) の 低反応
6 6 卜6 9J

, メ チ ラ

ボ ン 負荷時 の L H 基礎値の 上 昇叫等 の 下垂体前葉 レ ベ

ル で の 抑制 また ェ ス ト ラ ジオ ー ル や テ ス ト ス テ ロ ン 産

生
7 ‖72 I

へ の 直接 仰 臥 視床下部 の S 剤移植実験に よる

L H - R H へ の 抑制
73 卜 7 5)

も 報告 さ れ て い る . P R L 反応

に つ い て は T R H や イ ン ス リ ン 負荷時 に 反応 は抑 制さ

れず に ただ 基礎値の 低下 の 報告が あ る
5 8)5 叩 61

以上 の よう に S 剤投与 に よ り下垂 体 前 葉 機能 が 抑

制さ れ る こ と は 明らか で あ る が , S 割 に よ る下垂体前

糞の 抑制機序が 直接的な もの か あ る い は より 上位中枢

の 抑制 に よ る二 次的 な もの か は未 だ不明 の 点で ある .

さ ら に 可能性 と して 上位中枢 , 下垂体前葉 , 末梢いず

れ も 直接抑制 を受 けて い る こ と も考え ら れ るが
, 抑制

部位 の 相互 関係 は今後の 問題で あ る .

下垂体前垂 の 個々 の ホ ル モ ン に 対 す る S 剤 の 抑制

作用 に 関し て は こ れ ま で 多く の 発表が あ っ た が下垂体

前菜機 能全体 と して み た 報告 は少 な い . また下垂体前菜

機能をみ るため にはt ri p l e 試験 は下垂体 や視床下部機能

をもチ ェ ッ ク 出来 る点で
, 従来行 なわ れ て い た A C T H

試験等よ り も方 法 論 的 に 適 当な 検査法 と考 え られる .

そ こ で t ri pl e 試験 に より下 垂体前糞抑制 を全体的にと
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表3 Ⅰ 群に お け る
, 低反 応を 示 した症例数 と頻度

403

1 週間以 内 2 ← 3 週 4
-

8 過 9 適 以 上

C o r ti s ol 8 /8 (1 0 0 % ) 4/1 0 ( 4 0 % ) 1/ 11 ( 9 % ) 0/6 ( 0 % )

G H 3 /1 2 ( 2 5 % ) 0/1 0 ( 0 % ) 2/1 1 ( 1 8 % ) 0/ 6 ( 0 % )

T S H 2 /1 2 ( 1 7 % ) 1 /1 0 ( 1 0 % ) 0/1 1 ( 0 % ) 0/ 6 ( 0 % )

L H 1 /1 2 ( 8 % ) 0/1 0 ( 0 % ) 0/1 1 ( 0 % ) 0/6 ( 0 % )

P R L 0 /5 ( 0 % ) 0/ 5 ( 0 % ) 0/ 4 ( 0 % ) 0/6 ( 0 % )

1 週以内 3 週以内 2 カ月以 内 2 カ月以上

図3 プ レ ド ニ ゾ ロ ン投与中止後の C O r ti s ol 反 応

の個 人 経過 (頂値 に よ る)

1 週以 内 3 週以内 2 カ月以内 2 カ月以 上

( 口上
= 8 ) ( n 薫

1 0) ( n =

1 1) ( n = 6 )

正常 対照群 と の 有意差 ※ …

p < 0 . 01
,

※.※
…

p < 0 . 0 01

図4 プ レ ド ニ ゾ ロ ン投与 中止後の c o r ti s ol 基礎

値,
A c o r ti s ol の 回 復過 程

表4 Ⅱ 群に お け る t ri p l e 試験の 成績

症 例 Nn l N〔1 2 馳 3

C o r ti s ol ( iL g / d l)

G H ( n g / m l)

T S H (〟U / m l)

L H (〟I U / m I)

基 礎 値 7 . 2 2 2 . 5 *

頂 億 15 , 5 3 3 . 0

基 礎 値 2 . 1 1 . 8 2 . 7

頂 値 7 . 0 4
. 5

*
1 1 . 0

基 礎 値 1 . 2 7 . 4 7 . 5

頂 値 21 . 0 1 8 , 5 1 9 .
0

基 礎 億 6 . 4 6二2 5 . 0

頂 値 4 . 1
*

2 9 . 5 2 9 . 5

(
*
印は異 常値 を示す)



4 0 4

らえ て み た .
P r 中止 後 1 週 間以 内は C O rti s o l , G H ,

T S H
,
L H い ず れ の 反 応 ら抑制 を受 けて お り , 中で も

c o r ti s ol の 抑制が 最も強く 次い で G H , T S H , L H の 順

に 抑 制頻 度 は 少 な く な っ た ･ ま た P R L は 全く抑制

が み られ なか っ た .

S 剤の 下垂体前葉抑制と S 別の 体重 k g 当り 1 日 投

与量 . 総投与量, 投与期 間と の 間に は有意 な相関は な

か っ た . こ の 点 に 関 し て は 見 解 が 分 か れ て い

る
2 9 抑 3 叩 印 叩 7卜 抑

. s 別の 投 与期 間が 長短 は っ き り 異

な る症例間の 比較で は抑制程度 に ちが い が あ る こ と は

当然 で 著者の 成績と く ら べ られ ない . 実験的に は S 剤

投与期間と 下垂体 A C T H 量 に 有意な相関 が み ら れ て

い るが
神明

. 今回扱っ た 範囲の 臨床例で は条件を
一 定 に

出来 ない 面もあ り相関 はなか っ た . 又 5 m g / 日前後 の

P r 投与例 は長期間の 投与で も抑制が お こ ら な い と す

る 意見に は反論もあ り
7 8J8 2l

～B 4 )
. 判定方法が A C T H 試験

等末梢榛的器官に 対する強い 刺激法 や単 な る尿中 ス テ

ロ イ ド代謝産物 の 基礎値 に 基ずい て い る の で . 今回の

成徳と の 比較 は困難で あ る .

S 剤 に よ り 抑 制 さ れ た 下 垂 体 前 葉 機 能 が い つ

正 常反 応 を 示 す か は 関 心 の あ る 所 だ が , S 剤 中

止 後 2 日 か ら 1 年 ぐ ら い ま で 成 凍 は 様 々 で あ る

3 6)7 7 抑 85 卜8 削
■

C O r ti s o l の 基礎値 の み あ る い は A C T H

試験等に よ る観察で は短期 間に 回復す るよ う で あ るが

下垂体機能が 問題に さ れ て い な い . 又明 らか に 投与 量

や投与期間が こ と な る症例巷 一 緒に して い るた め の 混

乱もみ られ る . 著者は 24 名の P r 連日投与例 にお い て

投与中止後経時的 に下垂体前菜機能を調 べ た所 . い ず

れ の 前葉 ホ ル モ ン に つ い て も抑制 は 2 ヶ月後 に 回復 し

た .

こ の 回復時期に つ い て 文献 的 に み る と , S al a s s a

ら
6 1

,
B e n n e tt ら

7 J
は ( 副腎萎縮 と 副腎機能は 平行 し な

い の だ が)
叩 桝 8 91

s 剤投与後の 剖検例で 死亡20 日 ～

4 ヶ 月半前に 投与中止 して い る症 例で は副腎萎縮を み

て い な い . P l u m pt o n ら
9 0)

は S 剤投与後の 手術例で は

投与中止後 2 ヶ月 たて ば シ ョ ッ クの 心配な し に 手術で

き ると 臨床的見地か ら述 べ て い る . Z u r b r ti g g ら
9 1)9 2)

は 1 9 名 の ネ フ ロ ー ゼ 患 者 に P r 連 日 投 与 1 ヶ 月

( 60 m g / m
2
/ 日) + 3 投 4 休1 ヶ月 ( 40 m g / m

2
/ 日)

と 一 定条件の もと に , A C T H 試験を 用 い て 個 々 の 症

例別に 各 々 が P r 投与前値 を対照 とす る厳密 な 観 察 を

行 ない
, 投与中止後2 ヶ 月 間で 副腎機能の 正常化 を確

か めて い る . こ れ ら の 成績 は著者の成痍と - 一 致して い る .

一 方年単位 の 長期S 剤投 与 者 に つ い て は G r a b e r

ら
4 1)

の 血中 A C T H , 血祭L7 ･ O H C S 濃度 を指標 に し た

成績 , L i v a n o u ら
80 )

の イ ン ス リ ン負荷 に よ る血 焚 17
-

O H C S 反応を指標 に した 成綾等か ら , 抑制さ れ た下垂

体
一 副腎系の 機能 は中止後 9 ヶ月 ～ 王年 で 正 常 に 復す

ると の 見解が 一 般に 支持さ れて い る . 今回調 べ たⅡ群

の 長期 間軟投与症例で は S 剤の 下垂 体前 妻機 能 へ の

影響 は少な く 回復に 要する期間もⅠ群 と そ れ ほどち が

わ な い 印象 で あ っ た . こ の 理 由 はⅠ群の 結 果か ら推定

す る と Ⅱ群 の 反復する S 剤投与の 間 に2 ヶ 月半 の P r

休 薬期 間が 常 に あ るた め
, 下垂体前葉の 抑制と回復が

交互に く り かえ さ れ て い 去と思 われ る . 治療目的をは

な れ 副作用の 軽減だ けか ら投与法 を論 じて はい けない

が , S 剤の 投与法 と し て Ⅱ群の よう な2 ヶ 月間の 休薬

期 間をお く 長期間軟投与法 は今後考慮 に 値す ると思わ

れ る .

結 論

P r 2 m g / k g / 日以 内, 総投与量5000 m g 以 内 , 投与

期 間6 ヶ 月以 下の 連 日投与例 24 名に 行な っ た t ri pl e

試験 で は
,

1 ) P r 投与中止後1 週 間以 内ほ下垂体 前葉 機能 に

強い 抑制が み られ c o rti s o l , G H , T S H , L H 分泌能 は

正常 対照に 比 し有意に 低 く . ま た c o rti s ol は 8/ 8 例

( 100 % ) , G H は3 / 1 2 例 ( 2 5 % ) , T S H は2 /12

例 ( 1 7 % ) ,
L H は 1 / 1 2 例 ( 8 % ) に 低反 応 を み

た . P R L は基礎値 , 頂値 と も正常対顔と 有意差なく低

反応例 も な か っ た .

2 ) P r に よ る下垂体前葉機 能の 抑 制 は P r の 体重

k g 当り 1 日投与量 , 総投与量, 投与期間と は 無関係で

あ っ た .

3 ) P r に よ り抑制さ れ た 下垂体前垂機能 はP r 投与

中止後 2 ヶ 月 間で 完全 に回復し て い た . 個 々 の ホル モ

ン で み る と c o r ti s o l
, G H ,

T S H は 中 止 後 2 ヶ 月

間, L H は中止後3 週 間す ぎ ると全例正常反応 に 復し

た .

4 ) c o r ti s o l 反応 は回復過 程で
一

過 性 に 過 大反応

の 時期が み られ た .

稿を終 るにあ た り . 終始御懇篤な御指導を賜わ り ま した前

小児科筆数授中島博徳先生 . また 御校閲を賜わ り ま し た谷口

昂助教授 に深く 感謝の意 を表 します . ま た貴重 な御助言 ･ 御

支援 を賜わ っ た 佐藤保誌 臥 そして 種々 の御協 力をい ただき

ま し た教室の 諸先生お よ び渡辺娘 に深く 感謝致 します ･
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J , A . M . A . , 1 4 9 , 1 5 4 2 (1 9 5 2 ) .

6 ) S a l a s s a
,
R . M .

,
B e n n e tt , W . A . , K e a ti n g , J r .

F . R . & S p r a g u e
,
R . G . : J . A . M . A .

,
1 5 2

.
1 5 0 9

(1 9 5 3) .

7) B e n rL e t , W . A . : J . B o n e J o i n t S u r g . . 3 6 - A ,

8 6 7 (1 9 5 4 ) .

8) H od g e s
,
J . R . & S a d o w

,
J . : B r . J . P h a r m a c .

,

3 6 ,
4 8 9 (1 9 6 9 ) .

9) F a r r ell . G . L . & L a q u e u r , G .

E n d o c ri n o l o g y . 5 6 , 4 7 1 (1 9 5 5) .

1 0 ) H ol b
,

D . A .
,
J a il e r

,
J . W .

, E it a y ,
J . Ⅰ. &

F r a n t z
,
A . G . : J . C li n . E n d o c ri n o l . M e t a b .

,
1 9

,

1 5 4 0 (1 9 5 9) .

1 1)- P 邑r o n , F . G .
, M o n cl o a , F . , D o r f m a n , R . Ⅰ.

D u cl o s
,
R . & D u cl o s

,
T . : E n d o c r i n o l o g y , 6 7

,
3 7 9

(1 9 6 0) .

1 2 ) F u k u i , S .
, T a k e u c hi , K . . W a t a n a b e , F . .

E u m a g a i
,

A .
,

Y a n o
, S . & N i s hi n o , K .

E n d o c ri n o l . J a p o n .
,
8

,
4 3 (1 9 6 1 ) .

1 3) F e k et e , G Y . & G 8 r 8 g ,
P . : J . E n d o c ri n .

.
2 7

,

1 2 3 (1 9 6 3) .

1 4) H ol u b
,
D . A .

, K i t a y , J . Ⅰ. & J a il e r , J . W . : J .

C li n . I n v e s t .
,
3 8

,
2 9 1 (1 9 5 9) .

1 5) P o1l o c k
,
J . J . & L a B ell a

,
F . S . : C a n a d . J .

P h y si o l . P h a r m a c o l . , 4 4 , 5 4 9 (1 9 6 6 ) .

1 6) F l ei s c h e r , N . & V a l e , W . : E n d o c ri n o l o g y ,

8 3
,
1 2 3 2 (1 9 6 8) .

1 7) A ri m u r a
,
A .

,
B o w e r s

, C . Y .
, S c h a 11 y ,

A . V .
,

S a it o , M . & M ill e r
,

M . C . : E n d o c ri n o l o g y ,
8 5

,

3 0 0 (1 9 6 9) .

1 8 ) T a k e b e
,

K .
,

K u ni t a
, H . , S a k a k u r a , M り

H o ri u c h i , Y . & M a s h i m o
,
K . : E n d o c ri n o l o g y ,

8 9
,

1 0 1 4 (1 9 7 1 ) .

1 9) S a k a k u r a
, M .

, S a it o , Y . , T a k e b e , K . & I s h ii ,

E . : E n d o c ri n o l o g y .
9 8

,
9 5 4 (1 9 7 6 ) .

2 0 ) S m eli k , P . G . & S a w y e r
,

C . H . : A c ta

E n d o c r .
, 4 1

, 5 6 1 (1 9 6 2 ) .

2 1) I) a v i d s o n
, J . M . & F e l d m a n , S .

E n d o c ri n o l o g y ,
7 2

,
9 3 6 (1 9 6 3) .

2 2) C h o w e r s
,
I .

,
F el d m a n

,
S . & D a v id s o n

.
J . M . :

A m . J . P h y si o l . , 2 0 5 , 6 7 1 (1 9 6 3 ) .

2 3 ) C o r b i n , A . , M a n gili ,
G .

,
M ott 8

,
M . &

M a r ti n i
, L . : E n d o c ri n o l o g y , 7 6

,
8 1 1 (1 9 6 5) .

2 4) C I1 0 W e r S
,
Ⅰ.

,
C o n f o rti , N . & F el d m 8 n , S . :

N e u r o e n d o c ri n o l o g y ,
2

,
1 9 3 (1 白6 7) ,

2 5) D a v i d s o n , J . M . & F el d m a n
,

S . : A ct a

E n d o c r , , 5 5
,
2 4 0 (1 9 6 7) .

2 6 ) K e n d a ll , J . W . & A ll e n
,
C . : E n d o c ri n o l o g y ,

8 2 , 3 9 7 (1 9 6 8) .

2 7 ) 武部和 夫 ｡ 板倉 宗 樹 : 日 本臨 床 , 3 4 , 3 5 0 8

(1 9 7 6 ) .

2 8) C b ri $ t y , N . P . , W a ll a e e
,
E . Z . & J 8 il e r

,
J . W .

: J . C li n . E n d o c ri n o l .
, 1 6 , 1 0 5 9 (1 9 5 6) .

2 9) L a r z el e r e ∴け .
,
R . G .

, B a r th old , E . A . t W il ett ,

F . M .
, F ei d 止m ei r , で. Ⅴ

｡ W il≦O n
,
L . & E n gl e m 8 n

,

E . P . : A . M . A . A r c h . I n t . M e d .
, 9 9

,
8 8 8 (1 9 5 7) .

3 0 ) C a r r e o n
, G . G . , C a rL a r y , J . J .

,
M e y e r , R . J . &

K yl e
,
L . 打. : J . L a b . C li n . M e d . , 5 6 , 2 3 5 (1 9 6 0) .

3 1 ) A n d e r s s o n
,
E . & K i e r u l f , E aj . : A ct a M e d .

S c a n d .
. 1 6 9 , 5 7 7 (1 9 6 1) .

3 2 ) S a v a g e
,
0 .

, C o p e m a n , W . S . C .
,
C h a p m a n ,

し W e11 s , M . Ⅴ. & T r e a d w ell
, B . L . J . : I a n c e t

,
1

,

2 3 2 (1 9 6 2) ,

3 3 ) S a n d b e r g , A . A . , E i k - N e s , K .
,
M i g e o n . C . J . &

K o e p f , G . F . : J . L ab . C li n . M e d .
, 5 0 , 2 8 6 (1 9 5 7) .

3 4 ) M a r k s , L . J .
,
C b
.

u t e
,

R . & S 8 11 a d e
.

R . L . :

N e w E n g . J . M e d . , 2 6 4 . 1 0 (1 9 6 1).

3 5) L a n d o n
,
J .

, W y n n
, Ⅴ. , J 8 m e S , Ⅴ. 軋 T . &

W o o d
,
J . B . : J . C li n . E n d o c ri n o l .

' M e t a b . , 2 5 , 6 0 2

(1 9 6 5) .

3 6 ) F a r m e r , T . A . , H ill
,
S . R .

.
P itt m a n

,
J . A . &

H e r o d
,
J . W . : J . C li n . E n d o c ri n o l . M e ta b . , 2 1 ,

4 3 3 ( 1 9 6 1 ) .

3 7 ) G r ei g ,
W . R .

,
B r o w ni n g , M . C . K .

,
B o yl e

,
J .

A . & M a x w e11 , J . D . : J . E n d o c ri n
,

3 4
,

4 1 1

(1 9 6 6) .

3 8 ) K e h l e t
,
H . & B i n d e r , C . : B ri t . M e d . J . , 2 1 ,

1 4 7 ( 1 9 7 3 ) .

3 9 ) J a s a n i , M . K . . B o y l e , J . A . , G r ei g , W . R . ,

I) a l a k o s
,
T . G .

,
B r o w n i n g , M . C . K . , T h o m p s o n , A .

& B u c h a n a n , W . W . : Q u a r t
, J . M e d .

.
3 6

,
2 6 1

(1 9 6 7 ) .

4 0 = a s a ni
, M . K .

, F r e e m a n , P . A . , B o yl e , J . A . ,

R ei d . A . M .
,
D i v e r

,
M . J . & B u c h a n a n , W . W . :

Q u a r t . J . M e d . , 3 7
,
4 0 7 (1 9 6 8) .

4 1) G r a b e r , A . L . , N e y ,
R . L .

,
N i c h oI s o n

,
W . E .

,

I sl a n d
,
D . P . & L i d dl e , G . W . : J . C li n . E n d o c ri n o l .



4 0 6

M e t a b .
.
2 5

,
1 1 ( 1 9 6 5 ) .

4 2 ) F r a n t 2:
,
A . G . & R a b k i n

,
M . T . : N e w E n g . J .

M e d .
,
2 7 1

,
1 3 7 5 (1■9 6 4 ) .

4 a) H a rt o g , t軋 , G a 8 f A r , M . A . & F 柑 S e r
.

R . :

1 a n c e t .
2

, 3 7 6 (1 9 6 4) .

4 4) N a k 8 g 8 W a
,
K .

,
H 肝 i 11 e hi , Y . & M a s h i m o , K .

: J . Cli n . E n d o c ri n o l . M e t a b .
,
2 9

,
3 5 (1 9 6 9) .

4 引 C h e n
, R .

, K e n n y , F . M . & D r a s b , A . L :

J o h n s H o p k . M e d . J .1 2 5
t
1 3 4 (1 9 6 9) .

4 6 ) 真野敏明 ｡ 平林和夫 : /ト児 科 臨 床, 2 9 , 5 7 9

(1 9 7 6) .

4 7 ) M o r r o w , L . B . , M elli n g e r , R .
C .

,

P r e n d e r g a st
,
J . J . & G u a n si rL g , A . R . : J .

C li n .

E n d o c ri n o l . M et a b .
,
2 臥 1 3 6 4 (1 9 6 9) .

4 8 ) R o o t
,
A . W .

,
B o n gi o v a n n i

,
A . M . & E b rl e i n ,

W . R . : J . P e d i at り 7 5 , 8 2 6 (1 9 6 9).

4 9 ) P h illi p $ , L S .
, H e ri n gt o n , A . , M u ell e

■
r

, M . C .

& D a u g h 8 d a y , W . H . : C li n . R e s .
1
2 1

, 6 8 (1 9 7 3) .

5 0) C l a r k e , J . S . , W i n g fi el d
,
B . S .

.
M c N a tt , M . L . .

E l d e r s , M . J . & H u g h e s t E . R . : C li n . R e s , , 2 1 ,
1 0 9

(1 9 7 3) .

5 1) P h illi p s , L . S .
,

H e ri n gt o n
,

A . C . &

D a u g h a d a y , W . H . : E n d o c ri n o l o g y , 9 7 , 7 8 0

(1 9 7 5) .

5 2 ) E ld e r s
,
M . J .

,
W i n g 魚el d

,
B . S .

. M ¢N 8 托 M . L . ,

C l a r k e
t
J . S . & H u g h e s , E . R . : A m . J . D i s . C h il d . ,

1 2 9 , 1 3 9 3 (1 9 7 5) .

5 3 ) P e c il e
,
A . & M u ll e r

. E . : J . E n d o c ri n .
.
3 6

,

4 0 1 (1 9 6 6).

5 4) W il b e r
,
J . F . & U ti g e r

,
R . D . : J . C li n .

工n v e s し 4 8
,
2 0 9 6 (1 9 6 9j .

5 5) N i c ol o fF , J . T . , Fi s h e r , D . A . & A p p l e m a n . M .

D . : J . Cli n . I n v e st
. , 4 9 , 1 9 2 2 (1 9 7 0) .

5 6 ) F a gli a
,

G .
,

F e r r a ri
, C .

,
B e c k - P e c c o z

,
P .

,

S p a d & . A . , T r & V ali n i , P . & A m b r o $i , B . : H o r m .

M e t a b . R e s . . 5 ,
2 8 9 (1 9 7 3) ,

5 7 ) B r o v n
,

M . R . & B e d g e
,

G . A .

E n d o c ri n o l o g y , 9 2 , 1 3 0 5 (1 9 7 3).

5 8 ) D u s s & ul t
, J . H . : C a n . M e d . A s s o c . J . , l 1 1

,

1 1 9 5 (1 9 7 4 ) .

5 9 ) R e
,
R , N . , K o u ri d e s

,
Ⅰ. A .

,
R i d g w a y ,

E . C .
,

W ei n t r & u b , B . D . & M a l o o f
,

F . : J . C li n .

E n d o c ri n ol . M e ta b . , 4 乱 3 3 8 (1 9 7 6) .

6 0 ) H a l mi
.

N . S . & M c C o r m i c k , W . F . : A r c h .

P at h .
.
9 4 , 4 7 1 (1 9 7 2) .

6 1) D u i c k
,
D . S . , W a r r e rL

,
I) . W

"
N i c o l o f f

,
J . T . ,

O ti s - C . L . & C r o x s o n
,
M . S . : J . C li n . E n d o c ri n o l .

M et a b . , 3 9 , 1 1 5 1 (1 9 7 4) .

6 2) C h o p r a . Ⅰ. J . , W illi a m s , D . E . , O r gi a z zi
,
J . &

S ol o m o n
,
0 . H . : J . C li n . E n d o c ri n o l . M e ta b . , 4 1 ,

9 1 1 (1 9 7 5) .

6 3) D e g r o o t
,

L J . & H o y e
,

K . : J . C li n .

E n d o c ri n o l . M e t a b , , 4 2 , 9 7 6 (1 9 7 6 ) .

6 4 ) O t s u ki
, M .

,
S a k o d a , M . & B a b a , S . : J . C li n .

E n d o c ri n o l . M e t a b
り
3 6

,
9 5 (1 9 7 3) .

6 5 ) F 11 k 8 t S u
,

H
り

S a k o d 8
,

M . & B a b a
.

S . :

E n d o c ri n o l . J a p an . , 2 0 , 8 1 (1 9 7 3) .

6 6 ) H a gi n o
, N . : J . C li n . E n d o c ri n o l . M e t a b . , 3 5

,

7 1 6 (1 9 7 2) .

6 7) 須 田俊宏 ･ 出村 博 ｡ 矢野喬史 ･ 小田桐 恵美 ･

市 川敬子 ･ 前 田忠雄 ･ 出村黎子 ｡ 鎮日和 夫 : 日 内分

泌会誌∴ 5 0 , 3 7 4 (1 9 7 4 ) .

6 8) B al d w i n
, I) . M . & S a w y e r , C . 】乱 :

E n d o c ri n o l o g y ,
9 4

,
1 3 9 7 (1 9 7 4 ) .

6 9 ) S a k a k u r a
,
M .

.
T a k e b e

,
K . & N a k a g a w a

,
S . :

J . C li n . E n d o c ri n o l . M e t a b . : 4 0
.
7 7 4 (1 9 7 5) .

7 0 ) C o rt e s ･ G all e g o s , Ⅴ. , G a ll e g o s , A . J . , T o v a r ,

N . B .
,

C e rv a n t e S
,

C . & P a r r a
,

A . : C li n .

E n d o c ri n o l . M et a b .
,
4 l

,
2 1 5 (1 9 7 5) .

7 1) H a jj a r
, R . A . , H ill J r . , C . S . & S a m a a n

, N .

A . : A c t a E n d o c r .
, 8 0

,
3 3 9 (1 9 7 5).

7 2 ) D o e r r
,

P . & Pi rk e
.

K . M . : J . C li n .

E n d o c ri n o l . M e t a b . . 4 3 , 6 2 2 (1 9 7 6) .

7 3) H a gi n o , N . , W a t a n a b e , M . & G old 2:i e h e r ,
J .

W . : E n d o c ri n o l o g y , 8 4 , 3 0 8 (1 9 6 9 ) .

7 4) S m i t h 臥 R .
,

J o h n s o n
,

J .
, W ei c k

.
R . F . ,

L e v i n e , S . & D a v i d s o n
,

J . M .

N e u r o e n d o c ri n o l o g y , 8 , 9 4 (1 9 7 1) .

7 5 ) H a gi n o
, N . & Y a m a o k a , S . : A n a t o m i c al

R e c o r d
.
1 6 9

, 3 3 1 (1 9 7 1 ) .

7 6 ) C o pi n s c h i
,

G .
,
L

,

h e r mi t e
,

M .
,

L e cl e r q , R .
,

G oI s t ei n
, J . , V a n h a el st , L . , V i r a s o r o

,
E . & R o B y n

,

C . : J . C li n . E n d o c ri n o l . M e t a b .
, 4 0 ,

4 4 2 (1 9 7 5) .

7 7 ) Li v a n o u
,
T . F e r ri m a n

,
D . & J a m e s

,
Ⅴ. H . T . :

P r o c , R o y al . S o c . M e d . , 5 8 , 2 7 ( 1 9 6 5) .

7 8 ) K e r r e B ii n
, K . F . , D e K r o o n , J . P . M . &

H a r d e r s
,
C . L . : A r c h . D i s . C h il d .

,
4 2

,
5 3 2 (1 9 6 7) .

7 9) 平 間元 博 : 日内分泌会誌 .
3 9

,
3 4 2 (1 9 6 3) .

8 0 ) Li v a n o u , T . . F e r ri m a n , D . & J a m e s , Ⅴ.
H .

･

T .

: l a n c et
,
ii

, 8 5 6 (1 9 6 7 ) .

8 1) K o b a y & S h i
, A .

, U t s u n o mi y a , T . , S e n th o
,
H ･

,

T o m i t a , K . & O h b e
,
Y . : H e l v . P a e d i a t . A c t a ,

2 8 .
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3 4 1 (1 9 7 3) .

8 2) S h u s te r
,
S . & W i11 i a m s . Ⅰ. A . : l a n c e t ,

ii
,

6 7 4 (1 9 6 1) .

8 3) A r n old s s o n , H . & H el a n d e r
,
E . : A c t a M e d .

S c a n d .
.
1 7 3 , 7 6 9 (1 9 6 3 ) .

8 4) K u z e m k o
,
J . A . & L i n e s , J . G . : A r c h

,
D i s .

C h 汀止. 4 5
,
2 1 5 (1 9 7 0 ) .

8 5) D a n o w sk i , T . S " B o n e s si , J . V . . S a b e h , G . ,

S u t 叫 ･ R ･ D ･ , W e b s t e r
, J r ･ , M ･ W ･ & S a r v e r ∴M ･ E ･

: A n n . I n t . M e d .
.
6 1

,
1 1 (1 9 6 4) .

8 6) B i e ri c h , J . R . , K e r st e n
,
Ⅰ. & M a r u e k t a d , S . :

A c ta E n d o c r . , 3 l , 4 0 (1 9 5 9 ) .

8 7 ) R o b i n s o n , B . H . B . , M a t ti n gl y , D . & C o p e , C .

L . : B ri t . M e d . J .
,
i

,
1 5 7 9 (1 9 6 2) .

8 8) A c et o
,
J r

･
T ･

, B e c k h o r n
,
G . D .

, J o r g e n s e n , J .

R ･ & J o h n s o n
,
W ･ R ･ : P e d i a t . C li n . N o r th A m .

.

1 3
,
5 4 3 (1 9 6 6) .

8 9) Y u d a e v , N . A . : F e d . P r o c . . 2 5
,
1 0 2 3 (1 9 6 6 ) .

9 0 ) P l u m p t o n , F . S . , B e s s e r
,
G . M . & C ol e

,
P . Ⅴ . :

A n a e s th e s i a
.
2 4

,
3 ( 1 9 6 9 ) .

9 1 ) Z u r b r ii g g ,
R ･ P .

, Z i m m e r m a n n
,

E . &

O e tli k e r
,

0
. H . : H e l v . P a e d i a t . A c ta , 2 9 , 2 2 1

(1 9 7 4 ) .

9 2 ) Z u r b r ti g g ･
R ･ P ･ : M o n o g r a p h s i n

P a e d i a t ri c s ･ V O I ･ 7
.

H y p o th al a m i c
- P i t u it a r y

-

A d r e n o c o r ti c al R e g u l a ti o n
,

P ･ 6 0 , S . K a r g e r ,

I n c . , 1 9 7 6 .

A b s t r a c t

A nt e ri o r p i t u it a r y r e s e r v e s of G H , T S H , L H a n d A C T H w e r e i n v e sti g a t e d i n 5 0 ～ 8 0

n o r m al c h i l d r e n a n d l O I p a ti e n t s w it h v a ri o u s e n d o c ri n e o r c e nt r al n e r v o u s s y s t e m

d i s o r d e r s b y si m u lt a n e o u s a d m i n i s t r a ti o n o f i n s u li n , T R H a n d L H - R H i n t r a v e n o u sl y . I n

a d di ti o n
,
t h e e ff e ct o f c o rti c o s t e r oi d t h e r a p y o n p it u it a r y h o r m o n e s r e s e r v e a n d

r e c o v e r y f r o m t h e m w e r e st u di e d i n 2 4 p ati e n t s w h o r e c ei v e d c o nti n u o u s l y

p r e d n i s o l o n e (d ail y < 2 m g / k g ,
t O t al < 5 0 0 0 m g) f o r 6 - 2 0 1 d a y s . T h e r e s u lt s w e r e a s

f o 1l o w s ,

1) N o r m al v al u e s i n c h il d r e n (1 - 1 8 r y s)

b a s al G H 2
. 8 ±2

.
2 n g / m L

,

G H aft e r i n s ul i n 1 6 .7 ±5 .6 n g / m L
,

b a s al T S H 4 .6 ±2 . 3 FL U / m L
,

T S H aft e r T R H 1 9 .3 ±7 .O FL U / m L ,

b a s al L H (1 - 9 y r) 4 .3 ±2 . 8 m I U / m L ,

( 1 0 - 1 8 y r) 7 . 1 ±7 .4 m I U / m L
,

L H aft e r L H - R H (l - 9 y r) 1 8 .8 ±7 A m I U / m L
,

( 1 0 - 1 8 y r m al e) 5 2 .9 ±1 7 .3 m I U / m L ,

( 1 0 - 1 8 y r fe m al e) 1 2 3 .8 ±9 2 . 1 m I U / m L
,

b a s al c o rti s o l l l .5 ±3 .7 FL g / d L
,

C O rti s o l aft e r i n s ul i n 2 7 . 5 ±8 .3F L g / d L ,

A c o r ti s o l 1 6 .0 ±7 .5 FL g / d L .

2 ) I n t h e r e s p o n s e s o f G H , T S H a n d c o rti s ol , n O S i g n i n c a n t d iff e r r e n c e s d u e t o a g e

O r S e X W e r e O b s e rv e d . L H r el e a s e , h o w e v e r ,
W a S m a r k e d l y i n c r e a s e d w i t h- t h e o n s e t o f

P u b e rt y .

3) B e s i d e t h e s p e si B c i m p ai r m e n t f o r t h e d i s e a s e , C O n C O m i t a n t a b n o r m ali ti e s i n

a nt e ri o r p i t u i t a r y h o r m o n e s e c r e ti o n w e r e o b s e r v e d i n t h e p at i e n t s s t u d i e d . T h e

fr e q u e n c y o f a b n o r m al s e c r e ti o n w a s a s f oll o w s .

P it u it a r y d w a r 且s m : T S H 4 0 % , L H 4 5 % ,
A C T H 2 0 % .
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d i ab et e s i n s i p id u s : G H 4 0 % ,
T S H 2 0 % ,

L H 2 0 % ,
A C T H 2 0 % .

h y p o t h y r o i di s r n : G H 3 7 . 5 % ,
L H 8 7 .5 % ,

A C T H 5 7 .1 % ,

a n o r e xi a n e rv O S a : G H 1 4
.3 % , T S H O % . L H l O O % , A C T H 3 7 . 5 % ,

D o w n
'

s s y n d r () m e L H 6 0 % , p r e C O C i o u s p u b e rt y L H 7 5 % ,

T u r n e r
'

s s y n d r o m e L H l O O % .

4 ) F r e q u e n t di s s o ci ati o n of G H a n d c o rti s ol r e s p o n s e s t o t h e s a m e i n s uli n

S ti m ul ati o n w a s n o t e d , t h i s s u g g e s t e d t h a t diff e r e n t m e c h a n i s m o f t h e r e s p o n s e t o

i n s u li n w as i n v oI v e d i n G H a n d A C T H .

5 ) M a r k e d s u p p r e s si o n i n t h e a n t e ri o r p it u it a r y f u n cti o n w a s o b s e r v e d w it hi n a

W e e k o f t h e d i s c o n ti n u ati o n of p r e d n i s ol o n e . T h e f r e q u e n c y of t h e l o w r e s p o n s e w a s

C O rti s ol l O O % , G H 2 5 % , T S H i 7 % a n d L H 8 % ,
b u t P R L w a s n o t i n h i bi t e d .

6) T h e d e g r e e o f s u p p r e s si o n i n c o r tis ol r e s p o n s e w a s n o t r el at e d t o t h e d ail y

d o s e s
,
t Ot al d o s e s n o r t h e d u r ati o n of t h e m e d i c a ti o n

,
b u t a p p e a r e d t o b e r el a t e d t o th e

P e ri o d b e t w e e n t h e d i s c o n ti n u a ti o n of t h e t h e r a p y a n d t h e t e s t p e rf o r m e d .

7) T h e s u p p r e s si v e p it u it a r y f u n c ti o n w a s r e s t o r e d c o m p l e t el y a ft e r t w o m o nt h s

fr o m t h e d i s c o n ti n u ati o n of p r e d ni s 0 l o n e .

8) T h e r e w a s t e m p o r a ril y a n e x a g g e r at e d c o rti s o l r e s p o n s e d u ri n g t h e c o u r s e o f

r e C O V e r y .


